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「せっかく親しくなったのに寂しいよ」・・・
被災家屋の修繕が終わり自宅に戻ることになった

方が仮設住宅での生活を振り返って相談員に漏らし
た本音です。本来自宅での生活の再開は喜ばしいこ
とであるはずなのに、日々の関わりの積み重ねが仮
設入居者相互の絆を深めていたことを実感しました。
ある仮設住宅団地では、稲刈りが本格化する前に

入居者に幅広く声かけをして懇親会が開催されまし
た。日頃はなかなか腰を落ち着けて話すことができ
ない皆さんですが、この日ばかりは会話も箸も進ん
でいるようでした。
「いっそこのまま自治会にしようか」「仮設住宅を
出ても雪かきの時季にはまた来てくれな」など、冗談

とも本気とも取れないやりとりのなかに、約１年間
を同じ環境で過ごしてきた入居者同士だから分かり
合えることがあるのだと改めて気づかされました。
生活支援相談員は仮設住宅を退居した世帯にも、

折を見て伺う機会があります。仮設住宅での暮らし
は誰も望んだことではありませんが、そこでの出会
いを励みに生活再建を目指す方々がいらっしゃいま
す。生活支援相談員と
して、そうしたつなが
りを今後も後押しして
いきたいと思います。

9月17日に佐賀県豪雨災害の被災地、大
おお
町
まち
町
ちょう
災

害ボランティアセンターと武雄市のおもやいボラン
ティアセンターへ町の有志の皆さんから提供いただ
いた野菜（トウモロコシ、ジャガイモ、ニンジン、
タマネギなど）や厚真町産の木炭などの支援物資を、
厚真町社会福祉協議会を通じて送りました。
また、これまで町に寄せられた励ましを次の被災

地に届けようと、メッセージを添えて仮設住宅談話
室で行われている編み物教室の作品も送りました。
これは昨年の北海道胆振東部地震の時に町でも

復旧活動をしていただいていたボランティア団体

O
オ ー プ ン
PEN J

ジ ャ パ ン
APANが、佐賀県大町町で復旧支援を行っ

ている縁もあってお送りすることとなったもので、
住民を励ます炊き出しや被災された世帯へ届けられ、
現地の被災住民の皆さんに喜んでいただけたと報告
が届いています。
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を
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０
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を

贈
る
事
業
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
会
社
で
北
海
道
か
ら

依
頼
を
受
け
厚
真
・
安
平
・
む
か
わ

の
被
災
３
町
の
復
興
支
援
事
業
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
投
資
や
復

興
支
援
事
業
を
通
じ
て
少
し
で
も
東

胆
振
の
未
来
に
希
望
を
贈
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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オ
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あ
つ
ま
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タ
ー
ド
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で
厚
高
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演
奏

会
を
開
い
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く
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し
た
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昨
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し
た
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影
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催
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Ｓ
Ｈ
Ａ
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ジ
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厚
真
」
の
エ
ー
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す
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な
ど
、
本
校
生
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に
迫
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あ
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演
奏
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
校
生
徒
会
長
の
蓮
池
柚

奈
さ
ん
は
「
迫
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が
あ
り
勇
気

を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
述
べ
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遠
軽
高
校
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局
長
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「
厚
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高
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を
全
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て
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し
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。
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中
学
校
３
年
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を
対
象
に
、

厚
真
町
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安
平
町
・
む
か
わ
町
・

苫
小
牧
市
か
ら
、
昨
年
の
約
２

倍
の
46
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
厚
高
の
特
色
に
つ
い
て

説
明
し
、
体
験
授
業
で
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
厚

高
の
良
さ
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

■
全
校
強
歩
大
会▽10

月
９
日（
水
）

２
年
振
り
の
開
催
で
す
。
今

年
は
新
た
な
20
㎞ 
の
コ
ー
ス

を
、
参
加
生
徒
全
員
が
完
走
し

ま
し
た
。
長
距
離
を
走
り
き
る

こ
と
で
、
強
い
体
と
忍
耐
力
を

培
い
、
ゴ
ー
ル
後
の
達
成
感
・

成
就
感
を
感
じ
と
る
目
的
で

行
っ
て
い
ま
す
。
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学校の取組をご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

厚真中央小学校６年
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町災害ボランティアセンター
電話：29-7407  専用電話：080-1888-3140

厚高の取り組みや良さを知ってもらうために「厚高
ＰＲポスター」を作成しました。町内および近隣の事
業所などや苫小牧市内中学校へ掲示しています。


